
2023 年 5 月 29 日(月)、公明党鈴鹿市議団として、「子育て応援施策の拡充

を求める要望書」を、末松則子市長に手渡しました。 

 

 

 

「子育て応援施策の拡充を求める要望書」 

 

 コロナ禍において、少子化は急速に進展し、社会機能を維持できるかどうかの瀬戸際と呼

ぶべき深刻な状況に直面しています。 

 このような状況を社会全体で共有し少子化を食い止めるため、公明党は、ライフステージ

に応じた切れ目のない政策を「子育て応援トータルプラン」として取りまとめ、首相に提言

し、岸田首相も「異次元の少子化対策」に取り組むことを表明しました。 

 本市においても、持続可能な社会保障、経済成長に必要な少子化対策として、子育て応援

施策の拡充が重要であることから、下記の事項を要望致します。 

 



 

                  記 

 

 

1. 結婚を希望する若者の出会いから成婚を応援する婚活支援の取組みを進めること。 

 

2. 不妊治療費の助成を拡大すること。 

 

3. 子ども医療費の窓口負担ゼロの対象を高校３年生まで拡大すること。 

 

4. 保育所の開放、学校の空き教室の開放など公共施設の活用による、子どもの居場所づく

りを積極的に進めること。 

 

5. 空き家バンクの活用や移住助成金などにより、子育て世代の移住を促進すること。  

 

6. SNS やチャットなどを活用し、子育てなどの悩み相談体制を拡充すること。 

 

7. 出産後の社会復帰を支援する取組みを進めること。 

 

                                  以上 


